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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第119期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第118期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 1,123 5,453

経常損失(△) (百万円) △223 △97

四半期(当期)純損失(△) (百万円) △223 △278

純資産額 (百万円) 1,286 1,534

総資産額 (百万円) 7,335 7,426

１株当たり純資産額 (円) 52.61 63.46

１株当たり四半期(当期)純損失(△)(円) △9.95 △12.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 16.1 19.2

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △354 298

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △34 △310

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 340 14

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 454 503

従業員数 (名)
171
(96)

172
(101)

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。 

　　 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、１株当たり四半期（当期）純損失が計上され

ており、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

４　従業員数は就業人員数を表示しております。 
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(人) 171(96)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。 

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(人) 128(25)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループでは、受注実績及び生産実績を定義することは困難であるため、受注規模及び生産規模を金

額あるいは数量で示すことはしておりません。

このため生産、受注及び販売の状況については、「３　財政状態及び経営成績の分析」における各事業の

種類別セグメント業績に関連付けて示しております。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油・原材料価格の高騰や、米国の経済成長の後退

を受け企業収益が鈍化、また個人消費も遅滞し、景気の先行きが不透明な状況で推移いたしました。

このような経済情勢の下で、当社は、更なる公演内容の充実を図るとともに、市場開拓・顧客開発に努

め、お客様にご満足いただけるよう邁進してまいりました。

しかしながら、演劇興行界を取りまく環境は依然厳しく、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高

11億２千３百万円となりました。

利益面では、営業損失２億４百万円、経常損失２億２千３百万円、四半期純損失２億２千３百万円とな

りました。

事業の種類別セグメントの営業成績は次のとおりであります。(以下に記載の数値はセグメント間の内

部売上を除いております。)

　

事業の種類 金額（千円） 前年同期比（％）

劇場事業売上高              872,704 ─

不動産賃貸事業売上高              147,914 ─

リース事業売上高                8,348 ─

老人ホーム事業売上高               94,618 ─

合計            1,123,585 ─

（注）前年同期比については、前第１四半期連結会計期間の開示がないため記載を省略しております。

　

EDINET提出書類

株式会社御園座(E04609)

四半期報告書

 4/23



（劇場事業）

「新しい顧客の開拓」をコンセプトに、個人客の増加や今まで以上に若い世代に受け入れられるよ

う、５月の演目は短期公演を軸に構成し、「トゥーランドット」や「空中ブランコ」といった今までに

ない公演などを積極的に取り入れてまいりました。

しかしながら有料入場者数はここ数年低迷をしており、結果、売上高は８億７千２百万円、営業損失

は１億６千８百万円となりました。

（不動産賃貸事業）

地道な勧誘活動により駐車場等の需要は安定しているものの、厳しいオフィス市況のなかテナント

の退去があり、結果、売上高は１億４千７百万円、営業利益は３千７百万円となりました。

（リース事業）

リース事業を巡る市場環境の変化の影響を受けて、新規契約の獲得が伸び悩み、結果、売上高は８百

万円、営業損失は１百万円となりました。

（老人ホーム事業）

ミソノピアは、瀬戸の豊かな環境の中、健康管理体制を追求した快適なホームとして高い評価を得、

また、入居一時金の負担を軽減した新入居契約方式も好評を頂いております。しかしながら、入居者数

につきましては横ばいで推移しており、結果、売上高は９千４百万円、営業損失は６百万円となりまし

た。

　

(2) 財政状態の分析

（資産の部）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、10億７千４百万円(前連結会計年度末は10

億６千６百万円)となり、７百万円増加しました。この主な要因は、現金及び預金が６千８百万円減少し

たものの、翌月以降の公演準備のための支払が９千７百万円増加したことによるものであります。 

　固定資産の残高は、62億６千１百万円(前連結会計年度末は63億５千９百万円)となり、９千８百万円

の減少となりました。この主な要因は、減価償却費７千１百万円の計上及び役員生命保険の解約により

保険積立金が４千３百万円減少したことによるものであります。 

（負債の部）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、27億７千２百万円(前連結会計年度末は26

億３千２百万円)となり、１億４千万円の増加となりました。この主な要因は、前受金が１億２百万円減

少したものの、短期借入金１億９千４百万円の増加、及び一年内返済予定の長期借入金が７千４百万円

増加したことによるものであります。 

　固定負債の残高は、32億７千６百万円(前連結会計年度末は32億５千９百万円)となり、１千６百万円

の増加となりました。この主な要因は、役員退職慰労引当金が５千２百万円減少したものの、長期借入

金が８千８百万円増加したことによるものであります。 

（純資産の部）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、12億８千６百万円(前連結会計年度末は

15億３千４百万円)となり、２億４千７百万円の減少となりました。この主な要因は、四半期純損失を２

億２千３百万円計上したこと等により、利益剰余金が減少したことによるものであります。 
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、４億５千４百万円となり、

前連結会計年度末と比較して４千８百万円減少しました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、３億５千４百万円の減少となりました。これは主に、税金等

調整前四半期純損失２億２千５百万円の計上によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、３千４百万円の減少となりました。これは主に、有形固定資

産の取得による支出５千３百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは３億４千万円の増加となりました。これは主に、長期借入によ

る収入３億円によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

特に記載すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

１ 【主要な設備の状況】

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

２ 【設備の新設、除却等の計画】

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,500,00022,500,000
名古屋証券取引所
市場第二部

─

計 22,500,00022,500,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

当該事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

当該事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年４月１日～
平成20年６月30日

─ 22,500,000 ─ 450 ─ 315
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(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しており

ます。

平成20年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   28,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

22,364,000
22,364 ―

単元未満株式 普通株式  108,000― ―

発行済株式総数 22,500,000― ―

総株主の議決権 ― 22,364 ―

　

② 【自己株式等】

平成20年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社御園座

名古屋市中区栄
一丁目６－14

29,807 ─ 29,807 0.132

計 ― 29,807 ─ 29,807 0.132

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高(円) 1,0391,0051,080

最低(円) 977 980 971

(注)　最高・最低株価は名古屋証券取引所(市場第二部)におけるものです。 

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 565,605 634,467

受取手形及び売掛金 128,208 135,052

リース債権 201,140 203,262

商品 2,398 3,860

貯蔵品 11,137 14,792

その他 173,152 83,285

貸倒引当金 △7,156 △8,293

流動資産合計 1,074,486 1,066,426

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 4,315,734

※
 4,361,341

土地 1,361,751 1,361,751

その他（純額） ※
 352,524

※
 370,932

有形固定資産合計 6,030,010 6,094,025

無形固定資産 8,397 8,125

投資その他の資産 222,657 257,755

固定資産合計 6,261,064 6,359,907

資産合計 7,335,551 7,426,334

負債の部

流動負債

買掛金 115,887 95,363

短期借入金 1,344,000 1,150,000

未払法人税等 2,197 4,012

賞与引当金 12,670 31,183

その他 1,297,514 1,351,555

流動負債合計 2,772,269 2,632,114

固定負債

社債 700,000 700,000

長期借入金 1,243,400 1,154,450

退職給付引当金 151,161 152,973

役員退職慰労引当金 49,701 101,753

長期預り保証金 1,123,944 1,143,298

その他 8,096 6,928

固定負債合計 3,276,303 3,259,403

負債合計 6,048,573 5,891,517
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 450,000 450,000

資本剰余金 315,684 315,684

利益剰余金 420,854 666,955

自己株式 △29,597 △28,413

株主資本合計 1,156,941 1,404,226

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 25,253 21,876

評価・換算差額等合計 25,253 21,876

少数株主持分 104,782 108,713

純資産合計 1,286,978 1,534,816

負債純資産合計 7,335,551 7,426,334
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

売上高 1,123,585

売上原価 1,216,328

売上総損失（△） △92,742

販売費及び一般管理費 ※
 112,013

営業損失（△） △204,755

営業外収益

受取利息 91

受取配当金 1,296

負ののれん償却額 1,544

その他 715

営業外収益合計 3,648

営業外費用

支払利息 19,057

社債発行保証料 1,570

その他 1,576

営業外費用合計 22,205

経常損失（△） △223,312

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,136

役員退職慰労引当金戻入額 316

特別利益合計 1,452

特別損失

固定資産売却損 36

固定資産除却損 1,020

役員生命保険解約損 2,546

特別損失合計 3,603

税金等調整前四半期純損失（△） △225,463

法人税、住民税及び事業税 439

法人税等調整額 △2,686

法人税等合計 △2,247

少数株主利益 414

四半期純損失（△） △223,629
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △225,463

減価償却費 71,734

負ののれん償却額 △1,544

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,136

賞与引当金の増減額（△は減少） △18,512

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,812

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △52,051

受取利息及び受取配当金 △1,387

支払利息 19,057

役員生命保険解約損益（△は益） 2,546

固定資産除・売却損 1,057

売上債権の増減額（△は増加） 8,965

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,116

未収入金の増減額（△は増加） 37,801

仕入債務の増減額（△は減少） 20,523

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,730

前渡金の増減額（△は増加） △97,802

前受金の増減額（△は減少） △102,451

その他 △10,027

小計 △336,657

利息及び配当金の受取額 1,558

利息の支払額 △17,740

法人税等の支払額 △1,926

営業活動によるキャッシュ・フロー △354,765

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 19,917

有形固定資産の取得による支出 △53,944

有形固定資産の売却による収入 580

無形固定資産の取得による支出 △500

貸付けによる支出 △1,300

貸付金の回収による収入 329

役員生命保険解約による収入 5,014

その他 △4,432

投資活動によるキャッシュ・フロー △34,336
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 194,000

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △136,220

配当金の支払額 △13,639

少数株主への配当金の支払額 △1,300

その他 △2,683

財務活動によるキャッシュ・フロー 340,156

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △48,944

現金及び現金同等物の期首残高 503,455

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 454,510

EDINET提出書類

株式会社御園座(E04609)

四半期報告書

15/23



四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　　会計処理の原則及び手続の変更

　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業

会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基

準第９号）を当第１四半期連結会計期間から適

用し、評価基準については、原価法から原価法

（収益の低下による簿価切下げの方法）に変更

しております。

　なお、これによる損益に与える影響はありませ

ん。

 

　

簡便な会計処理

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計

年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。

 

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する

加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前

連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測を

利用する方法によっております。
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四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

　

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。

　

追加情報

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　　負ののれんの償却

連結子会社みその事業㈱の持分変動により、

負ののれんが発生しております。

　負ののれんの償却については、原則５年間の

均等償却を行っております。

なお、金額が僅少な負ののれんは、当該勘定

が生じた期の損益として処理しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額 6,304,516千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額 6,240,205千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 25,720千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,275千円

給与手当 12,418千円

賞与引当金繰入額 951千円

退職給付費用 680千円

公租公課 28,017千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 565,605千円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

111,095千円

現金及び現金同等物 454,510千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年6月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年

4月1日　至　平成20年6月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期

連結会計期間末(株)

普通株式 22,500,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期

連結会計期間末(株)

普通株式 29,807

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 22,471 1 平成20年３月31日 平成20年６月30日

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行って

おりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が

認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

劇場
(千円)

不動産
賃貸
(千円)

リース
(千円)

老人
ホーム
(千円)

合計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

Ⅰ　売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

872,704147,9148,34894,6181,123,585─ 1,123,585

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,44726,74431,137 ─ 59,330(59,330)─

計 874,152174,65939,48594,6181,182,916(59,330)1,123,585

営業費用 1,043,117137,43040,685101,4711,322,7065,6351,328,341

営業利益(△損失) △168,96537,228△1,199△6,853△139,790△64,965△204,755

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

①劇場 …………演劇演芸の興行

②不動産賃貸 …貸事務所・貸ホール・駐車場・ビルメンテナンス

③リース ………器具備品等のリース

④老人ホーム …有料老人ホームの経営及び運営管理

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)において、本国以外の国又は地

域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)において、海外売上高がないた

め該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 52円61銭１株当たり純資産額 63円46銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,286,978 1,534,816

純資産の部の合計額から控除する金額
(千円)

104,782 108,713

(うち少数株主持分) (104,782) (108,713)

普通株式に係る四半期連結会計期間末
(連結会計年度末)の純資産額(千円)

1,182,195 1,426,102

１株当たり純資産額の算定に用いられた
四半期連結会計期間末(連結会計年度末)
の普通株式の数(千株)

22,470 22,471

　

　

２．１株当たり四半期純損失
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日)
(至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純損失 △9円95銭

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

　　２．１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　　

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

四半期純損失(千円) △223,629

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) △223,629

普通株式の期中平均株式数(千株) 22,470

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月14日

 株式会社 御園座

取締役会 御中

　

監査法人 トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　水　　野　　信　　勝　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　西　　原　　浩　　文　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社御園座の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平成

20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社御園座及び連結子会社の平成20年６

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　　

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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